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は じ め に
ドイツ社会民j=党 SPD の理論的指導者 R ヒル77ディングは,1920年代
に, 組織資本主義論 にもとついて経済民主主義を提唱したことで知 られてい













1)経済民主主義 dleWlrtSChaftsdemokratleという言葉そのものは,すでに1919年に, オ ース







資本論』研究の延長 として論 じられてきた2'o 近年, ヒルファディソグの組織





が ら検討し,経済民主主義論評価のための手掛 を得たいと思 う4)c




するOカルテルとトラス トの発展は,強力に促進 される｡ 自由競争の時代は





弘英,金融資本論の研究 (1)- ｢総力/L/テル｣論の特質- .九州大学｢遭済学研究｣第34
巻第4号,1968年｡松井安居｢信用貨幣論研究｣1970年.本間要一郎 ｢競争と独占｣1974屯 森
岡章二｢独占資本主義の解明｣1979年｡





4) 島恭彦 .池上博樹 ｢財政民主主義の理論と思想F1979年.の各給文参鳳,
5) R Hlferdng,'ProblemederZeit".DzeGeseHschaft.Bd･I,1924,国独資研究会訳,
現代の諸問題 (上)(下). ｢経済科学通信｣第16号,第17号.1976年｡






一般的カルテルに関する以下の叙述 と共通 した内容を含んでいるO カルテル化
の過程の結果 として, ｢やがて一般的カルテルが うまれることになろう｡資本
主義的生産ぜんたいは,すべての部面における生産量を決定する一つの審判所
によって,意識的に調整 される｡･ ･- 生産の無政府性 とともに物的仮象 も消







論文以来の 彼の 理論経済学観 と密接な関係 をもっていることが措摘されてい

























部分 として,相互に意識的に開通 しあうことができるoA ･･･かれらの労働の
秩序 とかれらの生産物の分配は中央の統制に服する｡･ 生産関係それ自体
は,総体によって意識的に規制されかつ意欲されたものとして,直接的に理解
される｡こうした秩序の生成の説明とそれの記述 とをもって.問題は論 じつ く
される｡経済学的考察は,ここではただ経済史的考察にすぎない｡ ここでは,
理論経済学の余地は少しも存在 しない｡｣13)これに反 して,｢生産関係の規制が






















































は抱起 しえなくなるであろう.第二に,生産関係の生成 ･発展 ･消減を法則的
に把達 しえず,社会主義への移行は,意識的規制の欠如 した社会から意識的規















































に,彼がてッ′､主義の影響 を強 くうけ,事物の本質を把握することを避け, ち





べた ヒルファディソクはノ 『金融資本論』 で国家紙幣の流通を論じる段になる
と,貨幣の必然性 と生産の無政府性を否定する議論を展開する｡流通手段 とし
ての貨掛 ま,紙幣によって代理 され うるが, このことを彼は, ｢貨幣材料のう
ちに物的に表現されている｣2日 社会的側面が,意識的社会的調整によっておき










26〕 R Hlferdmg.aa 0,S 36,邦訳,58ページ｡
27) Ebenda,S 39,邦訳.63ペ-ジ｡





















それは第一次大戦を契機 として,資本の集鼠 国家の経済への影響九 労働者
の組織化など,彼の理論経済学観 と社会観か らすれば,まさに意識性の領域に
属する事実が著 しく発達 したと考えられたか らであり,級.織資本主義はそれを
表現するにふさわ しか ったか らであろう｡ ヒル7ァディソグは,24年の論文の














32) R Hlferdlng,"ProblemederZelt'.S2,邦訳 (上),31ペ ジー｡
ヒル77ディ./グの組織資本主義諭と財政民主主義 (179) 73
の発展 として把捉され,カルテル, トラス トにおける労働の社会化が,経済全
体の意識的な組織化 と統制, 自由競争 と生産の無政府性の克服をもたらすかに
論じられることになっている｡さらに彼は, トラス トによる投資の計固化や中
央銀行の通貨政策について述べ,それらが資本主義的生産諸関係の安定化の手





























価格であるだけでなく, 政治的力関係 によって規定 される政治的価格 でもあ




順応 を強調 しなが ら,他方では′経済の敵対性が彼 らに闘争を強いるという,
一見矛盾 した議論を展開するO
｢しか し,そのような経済組織の敵対的で対立的な基礎 こそがまさに闘争 を
強いている｡ 経済の意識的な規制の性格は,以前の非組織的資本主義の
時代から 『偶然に』受け継がれた対立的な所有の基礎 と, もはや隠蔽されえな
い公然 とした矛盾におちいるo｣39)
ここでは, あたか も所有関係をめ ぐる階級対立の激化が論 じられているかの




ParlezlagderSPDヱuK由Z,1927,S 6.小淵港･佐 木々雅章 北村裕明･陶山計介訳,共和
国における社会民主主義の任務(1),財政学研究会 ｢財政学研究｣創刊号.1978年,78ベーク｡
38) Eben血 S6,邦訳.78べ-ジ｡































41) R Hilferdlng,"ProblemederZelt".S 3,邦訳 (上),32ペ ジー｡
42) R Hlferdlng,DaSFznanjYkゆ taZ.BdI,SS.167-169,邦汎 199-201--ジ｡




76 (182) 第126巻 第3･4号
すでに述へたように彼の理論経済学観,社会観 と関連 した経済の組織性把握の
欠陥にかかわっているO彼の経済学理解か らすれば, カルテルや トラス トにお
いて組.織される企業官僚制や,戦中 ･戦後に著 しく地位を高砂た と強調される
労働組合姐織,国家の官僚制などは45),いずれ も意識性の領域に属するもので
あって,理論経済学の対象 とはならないOそれ らは記述的経済史または社会学















済民主主義論については,独 自の検討を要するので,稿 を改めて論 じたい と思




46) Ebenh ,SS12-13,邦訳 (下),36-37ペ-ジ,および.R･Hlferdlng,I-DIEAufgabender
So21ialdemokratle]nderRepublk".SS7-8,邦訳,79-80ページ｡










































50) R.Hlferdlng.1'ProblemederZelt",S 4,弗訳 (上),32べ-i)｡
